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研究成果の概要（和文）：第二次世界大戦前から戦後にかけての環太平洋おいて、外地および外国で暮らす日本
人（在外日本人）とその子ども（日系人）の移動と職業について、移民たちが残したさまざまな文献をデータベ
ースに入力した。そのデータをもとに、日本からアメリカ合衆国、カナダへの国際移動、移住地内での移動と職
業、生活などについて、歴史学、地域研究、地理学、社会学、人類学の方法論を用いて分析し、在外日本人の経
験の全体像の把握に努めた。

研究成果の概要（英文）：Various address and occupation data of overseas Japanese were collected from
 Japanese-language immigrant directories and who's whos.  Mobility and occupational change among the
 Japanese in the United States and Canada were analyzed.  Additionally, migration out of Japan, 
Japanese in China, and Korea in the pre-WWII period, Japanese in Argentina in. the postwar period 
were examined.

研究分野：アメリカ史・アメリカ研究
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 本研究の根本は日系人研究および日本
人移民研究である。人の移動に関わる隣接研
究分野では以下の2点において新たな展開が
あり、それらに呼応する形で日系人研究・日
本人移民研究を再構築する試みが本研究で
ある。 
 
(2) 「グローバル・ヒストリー研究」一国史
的観を相対化し、広域的な社会経済・政治秩
序を描く枠組として、グローバル・ヒストリ
ーのアプローチが注目されている。本研究も
広域的な研究領域としての環太平洋地域シ
ステムという視点の重要性を共有する。しか
し、グローバル・ヒストリー研究は、貿易、
流通などの社会経済史的過程の副次的産物
として人の移動を扱う傾向がある。本研究は、
むしろ、人の移動が、どのように広域的経済
構造を再編し、社会文化環境を再構築したの
かという問いを強調するものである。 
 
(3) 「日本帝国内における移動研究」日本人
の移動に関し、従来の送出／受け入れの単線
的な視点を脱して、「帝国」内の広域的な移
動として包括的にとらえる視角が定着しつ
つある。しかし、これらの研究を含む移民研
究の主要な関心は、アイデンティティ、コミ
ュニティ、文化変容、多文化共生などの伝統
的テーマが中心である。戦争が移動と生活に
激烈な変化をもたらした在外日本人の経験
を理解するために、第一に旧「日本帝国」勢
力圏だけでなく北南米などの非勢力圏を含
んで相互連結した環太平洋地域という広域
的枠組み、第二に移動者が生きる世界を根本
から形づくったものとしての「生業」概念の
再定義、の２つの視角から、議論の枠組みを
問いなおす必要がある。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究が目指す環太平洋地域における
日本人の国際移動に関する共通のビジョン
は次の通りである。太平洋戦争以前、日本列
島外の環太平洋地域（南北米大陸、東アジア、
太平洋島嶼部を含む）で暮らす数百万人の日
本人（在外日本人）は、移動を繰り返しなが
ら、職業を開発し、働き、家族・コミュニテ
ィを形成し、生活した。そして彼らは太平洋
戦争に伴って財産の没収・放棄、強制立ち退
き・収容、日本への送還等を体験し、新しい
戦後世界に定着した。 
 
(2) 歴史学、地理学、社会学、人類学の各学
問分野を生かして在外日本人の国際移動と
「生業」・「環境」の関係にアプローチし、環
太平洋における戦前から戦後にかけての日
本人世界の拡張と収縮について個別研究を
積み上げて全体像の把握を目指し、その上で
在外日本人の生業の変容に関わる移民地図
を作成することを目指した。 
 

３．研究の方法 
(1) 「生業」概念の活用。日本人が海外へ渡
ったとき、移住先の環境に適応する努力がな
される。その場合、気候・土壌・水利などの
自然環境だけでなく、ホスト社会の少数民族
政策、経済的階層性などの人文環境も重要で
あり、地域・時代にもっとも適した生業が選
択され、それ以外は放棄される。戦争に伴う
強制移動も広義の人文環境と考えられる。本
研究では、環太平洋の多様な地域・時代を事
例に各分担者が在外日本人の活動について
研究する。 
 
(2) 地域と生業の交差。アメリカ、カナダ、
ハワイ、ブラジル、アルゼンチン、中国、韓
国、台湾を対象に、各地の在外日本人が従事
した農業、漁業、商業、そしてそれらをつな
ぐネットワークに注目し、それぞれの生業が
どのように形成され、当該地域の自然環境・
社会的環境に対応しながらどのように変化
し、衰退あるいは継承されていったのかを実
証的に考察する。考察対象とする時代を、戦

前、戦中、戦後の 3区分に分ける。（図 1）そ
れによってそれぞれの圏内だけでなく、例え
ば、南洋からハワイへ、満洲からブラジルへ
というように、双方の圏内をまたぐ人の移動
を捉えることになろう。日本帝国の勢力圏内
のみを考察対象としてきた従来の研究と異
なり、環太平洋地域全体を俯瞰する新たな枠
組みの構築を図る。 
 
(3) 3 つの空間的アプローチ。第１は、日本
国内（内地）である。「生業」レベルで移住
を惹起した社会・経済的背景を、土地所有と
その生産性の多寡を検討するために地籍資
料を活用してミクロ・スケールで分析する。
第２に、国内から移民先への移動をマクロ・
スケールで捉える。『加州人物大観』『在米和
歌山縣人発展史』などの日本人住所氏名録を
活用する。これによって、都道府県レベルか
ら移住国、さらには州・地域レベルでの移
住・移動の実態が判明する。さらに、乗船・
上陸名簿などとも併用すれば、上陸地とその
後の移住先も検討できる。第３に移住先での
「生業」について検討する。そのために現地
での住所氏名録を活用する。移民も含むほと
んどの居住者について、住所・氏名・職業が
明記されたこの資料は、広く北米やイギリス
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植民地で作成されている。この資料を精査す
ることから、日本人の「生業」が判明する。
また、家屋 1棟単位で描かれた火災保険図も
重要な資料である。つまり、これらの資料の
相互利用から移住先のミクロ・スケールの地
図の作成と、その分析が可能である。また、
先述した地籍資料は、日本植民地でも作成さ
れ、現在でも現地の公的機関に保存されてい
る。この資料を活用すると、朝鮮や台湾での
日本人の農地所有から「生業」が検討できる。 
 
(4) 太平洋システム。本研究では、日本人の
国際移動の背後には、複数の移民集団を巻き
込み、国家・地域を連結させる制度的基盤と
しての「太平洋システム」が存在していたこ
とを強調している。太平洋システムは、19 世
紀以降の欧米帝国列強による植民地支配を
背景に、アジア・北南米・太平洋島嶼地域の
あいだを移動する資本家、植民地官僚、キリ
スト教宣教師、そして中国やインド出身の労
働者や商人などのネットワークの集積とし
て理解できる。本研究では、アジア太平洋を
横断する移動システム構築をめぐる議論を
整理した上で、英国・米国の植民地政策の検
討及び日本人に先行して移動システムを開
拓した華人の経験を参照する。そして、日本
人移民の移動・生業・戦争体験を、これらの
環太平洋システムの歴史的変容に位置づけ
るとともに、彼らの活動がシステムのあり方
をどのように変えたのかを議論する。 
 
４．研究成果 
(1) 出版年代が 1910 年代半ばから戦後の
1950 年代にいたる 12 点の主要人名録の伝記
的情報を整理、検証しながらデータベースの
項目に適切に記入して移民社会の重要人物
データベースを作成した。その規模は、延べ
約 13,000 人（見出しの人数）である。日本
人移民社会の主要人物について、出身地、移
住年、上陸地、職業・住所の変遷、家族構成
等の情報が一覧できるものである。 
 
これらの出版物は、各個人について叙述的に
経歴、現在の状況、家族等について記載する
ものである。入力作業者は、記述を理解した
上で所定の項目に振り分けて入力すること
が必要となる。全資料共通の入力項目を設定
して、データの結合や比較が可能となるよう
にした。項目としては、氏名（氏と名それぞ
れ日本語とローマ字）、住所（州、市、地区、
ストリート、前住所）、出身地（道府県、市
郡、町村、字）、生年月日、渡米年、上陸地、
家族情報等が主要なものである。アメリカ、
日本の地名については、出版当時の行政区画
を参照しつつ、誤記、誤植を訂正しながら作
業を進めた。 
 
前住所、職業、家族の 3項目については、年
表的なまとめ方が必要となり、500 字を越え
る記述も珍しくなかった。これら出版物は、

基本的には県人会や職業団体の記念出版物
であり、相当の賛助金を払った「成功者」に
よる自己申告の情報を編集したものである。
そのため、資料としては「成功」バイアスが
掛かったものと言える。しかし、苦労を経て
成功したという移民の成功物語のフォーマ
ットが多いため、事業の失敗等についても赤
裸々に語るものが多く、生業の変遷をたどる
上で、有効な資料データベースの作成となっ
た。 
 
一方で、このような生業変遷の複雑さは、生
業、移動に関わる移民アトラスの作成におい
ては、一般化、単純化を阻む要因となった。
このため、研究期間内にできるだけ多くの資
料をデータ化することを優先し、地図化の作
業は、今後のプロジェクトにおいて追究する
課題とした。 
 
(2) 日英両語併用された住所録『羅府年鑑：
紀元 2600 年奉祝記念大鑑』(1940 年)をデー
タ化し、約 8万人の住所データベースを作成
した。本資料の特徴は、日本人移民・日系人
の最大の人口集積地であった南カリフォル
ニアを中心に、強制収容直前の時期に最も網
羅的な住所録として作成されたことである。
氏名は日本語とローマ字の両方、日本の出身
地、職業は日本語、現住所と電話番号は英語
である。アメリカ合衆国政府は 1942 年に西
海岸在住日本人・日系人を強制収容した際に、
被収容者全員の氏名、職業、出身地、住所等
を含む詳細な名簿を作成しているが、全てア
ルファベットの情報であり、日本語で記録さ
れた他データとのリンクが困難であった。
『羅府年鑑：紀元 2600 年奉祝記念大鑑』デ
ータベースは、今後このようなアルファベッ
トのみの政府資料を活用していく上で、日本
語資料群との結節点として有効に活用され
ることになる。 
 
当データベースの作成に当たっては、資料の
高精度スキャン、OCR 処理と目視による校正、
旧字体や地名（日本、アメリカ合衆国）につ
いての一貫したデータ処理など、さまざまな
ノウハウの集積が必要であった。このように
手作業の部分が多く、想定していたよりは処
理に時間がかかった。そのため、当初は『羅
府年鑑：紀元 2600 年奉祝記念大鑑』以外の
住所録として、サンフランシスコの日米新聞
社やハワイの布哇報知社が発行したものも
データ化を予定していたが、それらの作業に
進むことはできなかった。 
 
(3) カナダ・バンクーバー市の日本語移民新
聞『大陸日報』の紙面画像データベースの見
出し作成作業を進めた。戦前期（1942 年まで）
のほぼ全期間について入力が完成した。本作
業は、ブリティッシュ・コロンビア大学（UBC）
との共同作業であり、UBC が画像資料を提供
し、本プロジェクトが日・英両言語での見出



しを作成・確認するものであった。 
 
日本人移民による日本語新聞は各地で発行
され、米国、カナダの主要大学の作業により
ほぼマイクロフィルム化は完了している。一
方で、紙面のデジタル化は『大陸日報』以外
は進んでいない。その意味で、UBC と共同で
デジタル紙面を検索できる見出し情報の入
力をほぼ完了することができたことは、今後
UBC で公開される予定の『大陸日報』が広く
研究に活用されるにあたって、プロジェクト
としての貢献ができたことを意味する。 
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